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目本開国へ の 「海の 道」

一 米 国太平洋捕鯨 の 視点 か ら一

鯨 大獣 鄲 嬲 合文 化EIFgE科孅 文化研究専攻研 …牲 都 築博 子

は じめ に

　本稿は ，太平洋 学会 第 14 回研 究発表 会 （2005

年 6 月）で の 研 究報 告の 内容を基礎 に して い る。

報告では ， 日本 大学大学院国際関係研究科国際関

係研究 専攻の 博 士課程 を修 了 し， 「19世 紀中葉 の

ア メ リカ捕 鯨 と太 平洋 の 研 究一 日本 開国 へ の 海 の

道一
」 とい うテ ー

マ で博士 （国際 関係 ） を取得 し

た際の 論 文主 旨 の 概要 を述 べ るっ も りで い た。 し

か し，時間の 関係 上 ， す べ て を語 る こ とが難 し か

っ たた め論文 の キーワー ドとな っ た 「海 の 道」 の

言説か らア メ リカ捕鯨 を研 究す る意義に つ い て報

告 した。本稿で もテ ー
マ も博士論文 の サ ブ タ イ ト

ル が タ イ トル とな り，ア レ ン ジ も したが ，博 士論

文 で の 概 念は そ の ままで あ る 。

　博士 論文 の 研究 目的は ，ア メ リカ 捕鯨 を視座 に

して ，19 世紀中葉の 太平洋 にお け るアメ リカ合衆

国 の 対外 関係 を 明 らか に す る こ とで あ っ た 。そ し

て ，そ の 展開過程 の 中で 日米 関係 の 源 流 で ある 目

本 の 開国を位置付け る こ とだ っ た。本稿で は，1 ）

ア メ リカ捕鯨やそれ か ら派 生 した 日本 の 開国 へ と

通 じ る f海 の 道 」は どの よ うな もの で あ っ た の か ，

2） ア メ リ カ 合衆国 の 太 平洋 捕 鯨 と 日 本 の 開 国が

どの よ うに係 わ る の か ，3） 19 世紀の ア メ リカ 合

衆国の 太平洋に お け る対外 関係 を明 らか にするた

め に ， なぜ ， 捕鯨産 業や捕鯨 船員な どの ア メ リカ

捕鯨 に着 目 した の か，以 上 の 主 な 3 つ の 疑問 に つ

い て ，研 究報 告 し た よ うに 追究す る。 「陸地 史観 」

で はな く 「海洋 史観」 と い う新 し い 視点か ら 晦

か ら見た歴 史」 を描 きたい 1。また，先行研究 とは

違 う独 自性 を提 示す る こ とが で きた こ とや博士論

文の 意義 に っ い て示 し た い 。

1 海の 道

1　自然的条件　一
日米の 出会い

一

「目本 開国へ の 『海の 道』」 と い うテ ー
マ で 目

本の 開国と厂海 の 道」との 関係 を考察す るならば，

当時 の 日本国 を ア ジ ア 大陸 の
一

国 と して で は な く

太 平 洋 の 島 国 と し て 捉 え る こ とが で き る。地理 的

に ア ジア に属する 日本 で あ るた め ，ア ジ ア 大陸 と

の 関連で 考察す るこ とは重要であるが ，太平洋 に

面 す る国で もあ るの で ，太 辮 羊の 島嶼 とも比較検

討す る こ と も必 要 で ある 。 日本 は，海 に囲まれ て

い る こ とは 自明 で あ る。占来 よ り世界 中の 人 ， 物 ，

金，情報 ，また ，出来事な どあ らゆる もの が，海

を とお し て
，

「海 の 道」 か ら 日本 に もた らされて

きた 。 そ して海 か ら もた らされた様 々 なもの に ，

日本 は，大 きな影響を受け て きた。19 世 紀 の 日本

を太平洋 の 島国 ・日本 国 と捉 え る こ と に よ っ て 新

しい 視 点，っ ま り，陸 では な く海か ら見た視 県が

持 て た の だ 。 そ うす る こ とに よ っ て世界の 中の 日

本や 当時の 日米 関係やア メ リカ合衆国の 太平洋に

お け る対 外関係 を よ り明 ら か に で きるの だ。

　で は こ こ で の 「海 の 趣 言 説 とは どの よ うな も

の で あろ うか 。 主に 2 つ に 分類す る と， 1 つ は ，

自然的条 件に よ る 「海 の 道」， も う 1 つ は ，人 工 的

に ，人 為的に人 間の 活 動 な ど に よ っ て 意図的に 作

られ た歴 史的条件に よる 「海 の 道 」 で あ る 。

　自然的条件 の 「海 の 道 1 とは，海 流や卓越風な

ど文字通 り自然 的な地 理 上 に よ っ て形成 された も

の で あ る。

（図 1） は ， 中浜 博が 作成 し た北太平洋海流図 で

あ る 2。こ の 海流図か ら日本 とハ ワ イ諸 島 との 間や

カ リフ ォ ル ニ ア へ 向 か っ て 北ア メ リカ大陸 へ 通 じ

る 自然が 作 り出 した 「海の 道 」 が ある 。 日本か ら

ハ ワ イ諸 島 へ は，黒潮 か ら黒 潮続流そ し て 北太平

洋海流が 流れ て い る。 さ らに北 ア メ リカ 大 陸 に 向

か っ て カ リ フ ォ ル ニ ア 海流が 流れ て い る 。

一
方 ，

北 ア メ リカ大 陸や ハ ワ イ 諸 島か ら 日 本 方面 へ 北赤

道海流や 赤道海流が 流れ て い る。太平洋 で 隔 て ら

れ た 目本 と ア メ リカ合衆国が また ハ ワ イ諸島 も海

流 に よ っ て 繋が っ て い る。 こ の 海流以外 に も科学

的 には多く の 海 流が あ り，　 「海 の 道」 が あ る 。
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（図 1）北太平洋海 流図
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年），14 頁

　 fi本近海の 太平洋 を流れ て い る黒潮は ， 北 太平

洋 中で 最 も強 い 流れ を持 っ 海 流で ，場所や季節 に

よ っ て 流れが違 っ て い た 3
。 そ の た め ， 日本 か ら太

平洋 へ 漂流 した人 々 に とっ て ，黒潮 は，自分達の

今後 の 進路 を決 定づ け る 重要な カ ギ を握 っ て い

た 4。しか し，い つ なん どき黒 潮に流 され たに せ よ

捕鯨船 や通航中の 船に救助 された 多 くの 漂流民は ，

「ジ ャ パ ン ・グラ ウ ン ド （Japan　Ground）」 と

呼ば れ た 海域で 発 見 され た 。 黒潮 の 流れ は
一定で

は な い が，い ずれ は 「ジ ャ パ ン
・グラ ウン ド」 に

流れ て い くた め で あ っ た （図 1 参照）。

（図 2） は，　 「ジ ャ パ ン
・グラ ウ ン ド1 の 海域 を

示 した もの で あ る。

M
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’
衄

（Cambridge： U 血 versity 　Pre8s　Cambridge，

1983 ），p ．258

　 「ジ ャ パ ン ・グラ ウ ン ド」 は ， 凡 そ北緯 20 度

か ら40 度まで と東経 140 度か ら西経 160 度ま で

の 海 域 。 　 「ジ ャ パ ン ・グ ラ ウ ン ド （Japan

Ground）」 と北緯 20 度 か ら 40 度 ， 東 経 140 度

か ら 150 度 ま で と， 「コ ース ト ・オ ブ ・ジ ャ パ ン

（Coast　ofJapan ）」 北緯 20 度か ら 40 度 ， 東経

150 度か ら 180 度 まで の 2 つ の 海域の 総称 で あ る 。

　こ の海域 は，1820 年 に マ ッ コ ウ鯨が大量 に生息

して い た こ とが判 明され て ，太平洋の 価値 を見 出

され て ，太平洋最大の 捕鯨 漁場 とな っ た5
。

　鯨 が 捕獲 され た場所 に よ っ て 経緯が 若干 変化

す るが， 「ジ ャ パ ン ・グ ラ ン ウン ド1 は ， 日本 と

ハ ワ イ諸島を繋げる海 域で あ っ た の 楢 。 日本人漂

流民 と捕鯨船 員 との 出会 い に よ り多 く の 日米の 交

流が こ の 海域で 始まっ た 。 ま た ， 運悪 く 「ジ ャ パ

ン ・グ ラ ウ ン ド」 で 救助 され なくとも，運 良 くハ

ワ イ諸 島やア メ リカ 合衆国本 土ま で 辿 りっ い た者

も い た 7
。

　こ うした海流に よ る 「海 の 道」 に よ り ， 太 平洋

上 でア メ リカ人 と海禁政策 （徳川幕府が民衆に大

洋 へ と航行 する こ とを禁 じ た政策）下 の 日本人 と

の 間で 交流が始ま っ た8。

2 人為的， 歴史的条件

一
捕鯨船の 「海の 道」

一

　次に 人 間に よる往 来 や 人 間 の 作 為的な もの に よ

っ て作 り出された歴史的条件に よ る 「海の 道」 で

ある。人の 往来だ けでな く， 物 ， 金 ， 情報 な ど

入 間以外の 往来 に よ っ て も作 り出され て きた も の

も含ま れ る 。 帆 船や 蒸気船 の 時代 に は，情報収集 ，

文化 接触，経済活動，外交．人的交流 な どあ らゆ

る こ とが船 を媒体 と し て 行 われた 。 そ して 19 世

紀中葉に太平洋 で
一

番多 く操業 し て い た の は ， 捕

鯨 船 で あ っ た 。 捕鯨船 は ，陸 と陸 とをっ なげる商

船 な どと違い ，海洋そ の もの が活動 の 場で あ っ た 。

海 上が 陸地 の よ うに人 間 が生活す る場所だ っ たの

だ 。 捕鯨船 数が増加 す る に 伴 い 航行す る い くつ も

の 「海 の 道」 が太平洋 全体 に形成 されて い っ た 。

　 こ の 太 平 洋 と い う活 動 の 拠 点 へ 向か うア メ リ

カ合衆国の 東海岸か らの 航海ル ー トは，主に 2 つ

あ っ た。ホーン岬を経 由す るル
ー

トと，喜望 峰を

経 由す る ル
ー

トで あ る 。 　 （図 3） と （図 4）は．

中浜万 次郎が捕鯨船で航海 した時の 2 つ の航路 図

で あ る9
。 ア メ リカ捕鯨 産業最盛期 の 捕 鯨船黝 航海

ル ー トと し て 恰好の
一

例で あ る。
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（図 3）　 中浜 万 次郎 の 航海 図   10

出典 　中浜 明 『中浜 万 次郎 の 生涯』 （冨 山房 ，
1971

年），52頁

（図3）は ホ
ー

ン 岬 経 由 の 例 で あ る 。 ア メ リカ合

衆 国 の マ サ チ ＝ L・一セ ッ ツ 州 の フ ェ ア ヘ ブ ン

（Fairhaven） を出港 した船 は ， 中浜 万 次郎 を救

助 した鳥島 （航海図で は 「無人島」 と表記）か ら

オ ア フ 島 の ホ ノ ル ル ，ギ ル バ ー
ト諸島，グ ア ム 島

を経 て ，再び ，鳥島近海を航路。帰路に は，鳥島

か らサ モ ア 諸島の エ ヌ エ 島， ソ シ エ テ 諸 島の タ ヒ

チ 島，フ ィ ジ ィ
ー諸島，グ ア ム 島そ して 南太平 洋

を航行 し，
ホ ーン （Ho 皿 ） （オル ノス ）岬を通航

して，フ ヱ アヘブ ン に帰 港 して い る。

（図4）　 中浜 万次郎 の 航海 図  11

出典　中浜 明 『中浜 万 次郎 の 生涯』 （冨 山房 ，1971

年），74’75頁

（図 4） の 航海図   は ， 喜望峰経由の ル
ー

トで あ

る 。 ア メ リカ 合衆国 の 中で 最大 の 捕鯨基 地 とな っ

た ニ ュ
ーベ ッ ドフ ォ

ー
ド （New 　Bedfbr（D か ら出

港 した i2
。 当時，大西洋 もイ ン ド洋 も捕鯨場で あ

っ た 13。そ の海域で 捕鯨 を しなが ら太．平洋 へ と向

か っ た 。 太平洋 に到達 し て か らは ， 小笠原諸 島 14
や

ジ ャ パ ン
・グ ラ ウン ド，オ ア フ 島ホ ノ ル ル ，ジ ャ

パ ン ・グ ラ ン ド，ギ ル バ ー ト諸島 ，
グ ア ム 島 ，

ル

ソ ン 島マ ニ ラ，オ ア フ 島ホ ノル ル を航海 して い る 。

ホ ノ ル ル 出帆後は
，

グ ア ム 島に 寄 港 し
， 帰路 に っ

い て い る 。

2つ の 航海は，い ずれ も太平洋 を廻航 し，ジャ

パ ン ・グラ ウン ドで 捕鯨に従事 し て い て ホ ノ ル ル

に 滞在 し て い る 。多 くの 捕鯨船が 寄港す るため 当

時 の ハ ワ イ諸 島は ， 太 平洋 最大 の 捕鯨基地 とな っ

て い た 15．

　太 平洋 の 島嶼 として 日本 とハ ワ イ 王 国に は 共通

点が ある。 日本 もハ ワ イ諸 島も 「ジ ャ パ ン ・グラ

ウン ド」 で操業する捕 鯨船の 補給地 と し て 航路 上

絶好の 位置に あ っ た。また， 目本 とハ ワイ は，上

述 した よ うに 自然的条件 の 「海の 道」 が あ り，繋

が っ て い る 。　 「海禁」 中の 日本は ，外国船 を寄せ

付 け て い な い た め，日本人漂流民 が捕鯨船 や商船

な どに救助 され て も帰国で きなか っ た
。 そ の ため

日本 人 が最初に 向 か っ た 先 は ，多 く の 場 合，ハ ワ

イ諸島で あっ た。中浜の 辿 っ た航海 図が示 して い

る よ うに ，当時 太平洋で捕鯨 した多 くの 船は ，
ハ

ワ イ諸島に 寄港 し た の だ 、 日本人 と ア メ リカ 人 の

交流が ，船 h以 外で 行われ た の が ハ ワ イ諸 島で あ

っ た 。 こ の よ うに民間 レ ヴェ ル で は ， 日米 の 最初

の 出会い に太gzya　ma で 隆盛を極めたア メ リカ捕

鯨 が深 く係 わ っ て い た 。

　当時，太平洋で の 捕 鯨が興 隆 して い た 時期で あ

るた め，操 業 に繰 出 した 多 くの ア メ リカ 捕鯨船員

らは，自らの 生命の 安全 と財 産の 保護を確保 させ

た い た め に寄港 した場所 と の 政府 レ ヴェ ル で の 取

決 め を望ん だ
。

こ の こ とが 日 本 を開国 させ た い と

い う動機 に もな っ た 。 日本 の 港を開 く こ とも自分

達 の 権利 を守るた め に も必 要 と して い たの で ある 。

　以 上 の よ う 「海の 道」 は ， 自然的な もの に よ る

も の と 人 間 に よ る 歴 史的 な もの とに分 類 す る こ と

が で きる。博士論文で は，歴史的なもの に分 類 さ

れ る捕鯨船 の 「海 の 道」 を辿る こ とに よ っ て ， そ

こ か ら派 生 した 日本 を 開国 へ と導 い た民 間 レ ヴェ

ル で の 交流や 日米 関係 を含めた ア メ リカ 合衆国 と

太 平洋 との 関係 が，ど の よ うに展開 して い くの か

を考察す る こ とが で きた の だ。
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H　 米国捕鯨の 多義性 と広域的影響

　 1820年頃 か ら1860年 頃 が アメ リカ合衆国 にお

い て 捕鯨 産業の 最盛期で あ っ た 。 ア メ リカ捕鯨 の

探 究をす る こ とに よ っ て ， 当時 の 海 事 史の み な ら

ず多種様 々 な視 点を提 供す る こ と が で き る 。
ア メ

リカ 捕鯨 の 言説は 多義で あ るか らだ 。 ま た ， 当 時

の 社会，文化，対外 関係，経 済，情報 ネ ッ トワー

ク ，人 的交流，文学 などの 分野で ア メ リカ捕鯨 の

影響を辿れ る こ とが で きる。

　そ の
一例 と して鯨が 与 えた 文化で あ る 。 当時の

ア メ リカ で は，鯨 油は ，光源や潤滑油な どに使用

され ， 鯨鬚は ， 帽子 ，
ソ フ ァ

ー
， ばね ， 櫛 ，

コ ル

セ ッ トな ど に な っ た。また ，鯨骨や鯨歯 か らス ク

リム シ ョ
ー （sc　rimShaw ，航海 中に鯨骨や 鯨歯に

細か い 彫刻彩色を施 し て 作 る捕鯨船員た ちの 慰 め

細工 ）な ども作 られ た 。 鯨か ら造 られ た製品 は ，

現在 の 石 油 とまで は い か ない もの の ，ア メ リカ人

の 問 で 生活 必 需品 と して広 く用 い られ ， 生活 に浸

透 して い た 。

　 も う
一

例 と して 捕鯨航海 を含 んだ航海 の 経 済

活動で ある
16

。 捕鯨船は 多種多様 な役割 を担 うこ

とに よ っ て経済活動 を拡大 させ た の だ 。 （図 6）の

航海運 動 の 構 造は ， 森 田勝昭が 作成 した もの に筆

者が書 き加 え た もの で あ る。

（図 6）航海 運動 の 構 造

インプツト アウ トブツト

出典　森 田勝昭 『鯨 と捕鯨の 文化 史』　 （名古屋

　　　大学出版会 ， 1994 年 ）28 頁 よ り作成

（図5）鯨 か ら作 られ た製品

備考　ナ イ フ，パ イ切 りなど の 調理道 具や m ウ ソ

　　　ク ， 鯨 油な ど

写真 ホ エ ラーズ ・ビ レ ッ ジ 博物館展 示 物

　　　 （2003 年 ，
マ ウイ島ラ ハ イナ ，筆者撮影）

　当時 ， 海外 へ 行 く交 通 手段 は ，船以 外 にな く，

捕鯨船は ，
こ れ ま で 考 え られ て きた以 上 に 多面 的

な活 動 を して い た。捕鯨船は，郵便 船 ，輸送船 ，

交易船，奴隷船 ， 移民船 ， 軍船，私 掠船 ， 客船 な

どの 役割 をも担 うこ ともあっ た 17
。 森 田 は ，著 作

『クジ ラ と捕鯨の 文化史』の 中で 捕鯨船 の 腔格 を

示す格好の 例が メイ フ ラ ワ ー号 （thθ Adayflorveb

で あ る と指摘 し て い る 18
。 なぜ な ら こ の 船 は も と

もと捕鯨船で あ っ て， ピル グ リム ・フ ァ
ーザーズ

ー （Pilgrim　Fathers）一
団 をイ ギ リス か ら大西 洋

を渡 っ て新大陸 に運 ん だ後 ， 再び北極圏で捕鯨 に

従 事 して い た 19
。 こ の こ とか らア メ リカ合 衆国 の

始 ま り は 捕鯨船 に よ っ て もた ら され た と言 える か

もしれ な い 。

　また，ア メ リ カ 捕鯨 の 活動 は
，

日米間に お い て

も重要 な役 割 を果 た した 。 日本 を開 国 へ と導 い た

ペ リ
ー

提督 が率 い る東 イ ン ド艦隊の 来航 目的の
…

っ が ， 捕鯨船の 避難港の確保や難 破船員 の 救助で

あ っ た か らだ VO。当時，捕鯨 の 主 な漁揚は ，太 平

洋 で あ っ た
。 捕鯨業や 貿易 に携 わ る ア メ リカ船 が

太 平洋 を航行 し，ア ジ ア ・太 平洋 の 諸国や 島 々 に

寄航 す る よ うに な っ て い た 21。ア メ リカ 国 民 の 財

産 と人 命の 保 護が 重要 な課題 とな り ， それ を対処

す るため に ア ジ ア ・太 平洋にお い て 領事館 を設置

し，条約が 締結 された。 こ うした状況の 中で 日米

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

The 　PaOlflo 　SOOIety

Journal　of　The　PaolfiG　Society／October　2005！No．95　（Vol．28，　 No．2） 一 23一

和親条約 も結ばれ て い る
ve。

　ア メ リカ 捕鯨 船 が 寄港 した太 平洋 の 島 々 や 捕

鯨船が 辿 っ た 「海 の 道」 に視点をお くこ と に よ っ

て ア メ リカ合衆 国議 会や 海軍 が どの よ うな政策を

行 っ た の か ， ま た ， 海か ら見た太平洋全体の 中で

日米関係 を捉え る こ とが で きる 。 さ らに ，ア メ リ

カ 捕鯨の 視点か ら民間 レ ヴェ ル で の 日米 の 交流が，

政府 レ ヴェ ル で の 条約交渉 よりも先に行われて ，

そ の 後，国家間 の 条約が締 結され て い く過程が 明

らか にな る の だ］a

　以 上 の よ うに ア メ リカ捕鯨や そ れ が 与 えた影

響や 関連か ら探 究す る と， 広域に学際的な研究に

発 展で きる の で は ない だ ろ うカ 

皿　米国太平洋 捕鯨 の 視点か らの 意義

　 こ れまで 第 1， H 節で 述 べ て きた こ とを総括 し

て，ア メ リカ捕鯨の 視 県か ら考察する意義 と して

4 つ あ る 。

　 1）民 間 ， 政府レ ヴェ ル を区別 したア メ リカ合

衆国の 対外関係史の 中で ，太平洋の 中の 日本の 開

国を最初 に 成 し遂げ た 目的 と意義や ，
ア メ リカ 側

の 事情や 背景を明 らか にす る こ とが で きる。

　 これ まで ，ア メ リカが 日本の 開国を望ん だ背景

と意図 を批判 し た ，加藤祐三 の 見解 が あ る
23。加

藤は ，　 「外交法権」　 （自国民 の 生 命 ・財産 の 保護

の ため の外交 の 展 開） とい う視 薫を重視 した。ア

メ リ カ 合衆国政府 は ，広 くア メ リカ の 自国民を保

護するために対外関係を発展 させ た とい う考えで

あ る 、 また ，加藤 は， 日本開 国に関す る こ れ まで

の 先行研究が ， あま りに も日本史 と 日 米 関係 の 枠

内にあ る こ とを批判 し ， 日米和親条約 ， 日米修好

通 商条約 の 条約評価 をめ ぐる 議論を ア ジ ア と欧 米

の 国際 関係 史 の 文脈 で捉 えた。

　博士 論文 で は，こ の ，ア メ リカ の 「外交法権」

とい う見解を受けて ，ア メ リカ捕鯨 の 視座か ら研

究を進 め る こ と に よ っ て ，太平洋 にお け るア メ リ

カ捕鯨船が 寄港す る場所で の ア メ リカ人 の 生命の

救助 と財産 の保 護をす る た め の 政策が ，ア メ リカ

と太平洋 との 関係 の 進展 に どの よ うに関連す る の

か を明 らか に し
，

日本の 開国を そ の 中で 位置付 け

る こ とが で きた。

　 2 ）民間 レ ヴェ ル で の ア メ リカ 合衆国の 対外 関

係 の 展 開を辿 る分析が で き る 。

　 捕鯨産業 とア メ リカ社会，捕鯨船 の 多人種化，

捕鯨に関わる産業の 展開 とそれに従事す る人 々
，

捕鯨船 寄 航先 の 現 地 社会の 変容，日本の 漂流民 と

ア メ リカ捕鯨船員な ど外 国人 と の 出会い
， 日本 の

漂 流民 が帰国後 に与えた文化的影響 とその 役割な

どが 明 らか に な る 。 民 間 レ ヴェ ル で の 「日本 の 開

国 へ の 道 」 の 手掛か りを掴 むこ とが で きる。ハ ワ

イ 諸島に 多 くの 捕鯨船が 寄港する よ うになる と，

捕鯨船が 救 っ た 日本の 漂流民を通 じて ，民間 レ ヴ

ェ ル で ， 日本 とハ ワ イ王 国の 人 々 の 関係が 始まっ

た （ng　1節参照） 。そ して 日本 の 開国 へ の 一
つ の

道筋 も， 形成 された の 鵡 こ の
一

例 と して ，ア メ

リカ捕．鯨船 に 救助 され ， ア メ リカ本 土 で生活 し ，

ハ ワ イ 王 国か ら帰国 し た 中浜万 次郎 の 日本 開 国 へ

の 行路が ある 。 日系人の 始 ま りは ，通常言われ て

い る ハ ワ イ諸島で の 日系移民の 起源 で ある 1868

年 の 「ハ ワ イ 元年者」 よ り古 く，漂流民 とア メ リ

カ捕鯨 との 関係か ら捉 え る こ とが で き る
24。 こ う

した民 間 レ ヴェ ル で の 展開が ，い か に 公式の 外 交

関係展開の 下地 にな っ て い た の か を追究す る こ と

もで きるの だ ．

　 3 ）ア メ リカ 合衆国の 対外関係 史，特に ア メ リ

カ と太平洋 との 関係 史の 研 究に も
一

石 を投 じるこ

とが で きる 。

　 ウ ィ リア ム ・ア ー
ル

・ウイ ーク ス （William 　Warl

Weeks ）は ，紀要 『ア メ リカ外 交史』の 中で初 期

の 外 交史 の 研 究 は ， 30年間停 滞状態で あ っ た と指

摘 し て い る25
。 またそ の 中 で ， キ ン レ

ー ・ブラ ウ

ァ
ー （Kinley　Brauer） が，1815 年 か ら 1861 年

まで の ア メ リカ外交 史の 研究動向を まる で 「ア メ

リカ大砂漠」 であ る と表 現 した こ とを紹介 して い

るee
。 米英戦争 が終焉 す る と ， 国 内開発 に 目が 向

け られ ，ナ ポ レ オ ン 戦争以降か ら （米西 戦争前 の ）

19 世紀末 ま で の ア メ リカ の 対 外 関係史 の 研 究は ，

20 世紀の 主要争点や 特に冷戦の 研 究など と比較

す る と多 くな い の が現 状で あ る 。

　 4）ア メ リ カ 合衆国 と太 平洋 との 関係史の 視 点

か ら 日本開 国史研 究か ら明 る み とな っ た疑 問 を追

究す る こ とがで きる。

　 日本 開 国 の 研究で は ， 古 くは 日本資本 主義論争

が あ り， 戦後 は近 代化論 も盛ん に な り，世界資本

主義の 中 で の 開国 の 位置付け とい っ た研究がある。

また ， 東 ア ジ ア の 中の 華夷秩序や ，東ア ジ ア の ネ

ッ トワ
ーク の 中に い た 日本が ，ペ リ

ー
艦 隊 の 来航

に よ っ て 日本が開国 され ，西洋 秩序 の 中に位置す

る よ うに な っ た論議 も多い 。また，ア ジ ア にお け

る国 際政治 の 中の 文脈 で ，1854 年 の 日米和親 条約

か ら 1858 年 の 日米修好 通商条約 まで の 条約 を分

析す る研究がある。 さらに，日本の 外交過程や対

外 政策や 対外 関係 に関 する研 究の 蓄積は大変多 い 。
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　以上 の 4 つ の 意義か ら，ア メ リカ捕鯨 を視座に

して，社会史的アプ ロ
ー

チ も取 り入 れ ， 日本開国

へ の 「海 の 道 」 言説 を探究す る の で あ る。

お わ りに

　太平洋捕鯨が 隆盛す る 以前 の 太 平 洋諸 国 は
，

ア

ジ ア 諸国 とは違い ，イギ リス を含 めた列強 と条約

を締結 し て い な い こ とが多か っ た。そ の た め ハ ワ

イ 諸島や 日本 との 条約 を締結する際に，アメ リカ

政府 は ，海 軍を 派遣 し た 。 当時 の
， ア メ リカ海軍

の 平 時の 任務は ，人命 の 救助 と財産 の 保護 で あ り，

ア メ リカ の 外 交を担 っ て い た 。 特に 正 確 な海 図が

作 られ て い ない 未開 の 海域で は ， 海軍 の 存在は ，

大変大 きな もの で あ っ た 。

　捕鯨船 に よ っ て もた ら され た 人 と人 との 民 間

レ ヴェ ル の 交流 は ，政府 レ ヴェ ル で の 交流 よ りも

先 に進め られ，そ の 後，政府 レ ヴェ ル の 条約締結

まで に至 るよ うにな っ た 。 民 間の 活動が国家よ り

も先 に行 われて，対外関係の 下地 に な っ た の だ 。

　ア メ リカ合衆 国は ， 捕鯨 船 の 活 動 に伴 い ，大西

洋か ら太 平洋へ と展開 し て い た。
一方， 日本は ，

ア メ リカ 捕鯨船 に よ っ て 救助 され た 日本人漂 流民

らの 情報 に よ り，太平洋 へ と 目を 向け る こ とにな

っ た。こ うし て 地理的に太平洋 に よ っ て 隔 て られ

て い たア メ リカ と日本で あるが，捕鯨船の 活 動 が

媒介 とな っ て ， また ハ ワ イ諸 島が媒介 とな っ て お

互 い が太平洋上 の 隣国で あ るこ とを知 っ た の だ 。

　 日本 の 開 国 を 日米関係 の み な らず，ア メ リカ合

衆国 と太平洋の 関係の 中で 位置付 け る とす るな ら

ば，ア メ リカ史の 視点か ら ， 政府 レ ヴェ ル と民間

レ ヴェ ル と区別 し て 論ず る 必 要が あ る し，民 間 レ

ヴェ ル と政府 レ ヴェ ル の 関連 の 中で探究す る こ と

も大事 で ある。

　太平洋の よ うに広 大 な視野に 立ち ， 日本の み な

らず太 平洋全 体の 中で ア メ リ カ 合衆国 の 対 外 関係

を考察す るこ とに よ っ て 日本史 の 視 点で は見えて

こ なか っ た 日本 の 開国や 日米 関係 の 新事項が 明 ら

か にな る の で あ る 。

註

1 ）　 「海か ら見た歴 史」 を描 く。 海か ら見 た歴史

　　の 分析は ，陸地 を 中心 とした歴史 に対 し，最

　　近 ，日本 で も盛 ん に な っ て きた。フ ェ ル ナ ン
・

　　ブ ロ
ーデル （F   and 　Braud 畆

，
　1902・1985）

　　の 『地中海』　（La　M 劭dterTai　iee 　etle 　Monde

　　Medi
’
terTai7een 　a 　1珈m4ue　de　Phtlipue

　　双 1996 ： （浜名優美訳）の 『地 中海』藤原書

　　房 ，
1991 −1995 年）は ，日本 の 研究者 に も大

　　き な影響を与え ，　 「陸地史観」 に対 し，　 「海

　　洋 史 観」 の 重要 性 も主 張 され て い る 。 『地 中

　　海』 に触発 され た 日本 人 の 歴 史家た ち が 「世

　　界史 を海か ら見直そ う」 とい うシ ン ポジ ウム

　　を行 な っ た 。 例 えば ， 川勝平太 ， 網野 善彦 ，

　　浜 下武志 など。
2 ）中浜博 『私 の ジ ョ ン 万 次貯 一

子孫が 明か す漂

　　流 150 年 目 の 真実』　（小学館，1991 年） 14

　　頁 。

　　中浜 博 （なか は ま　ひ ろ し）　 1928 年東京 生

　　まれ 。 中浜 万 次郎 4 代 目直系 。 『中浜 万 次郎

　　集成』 （小学館 ，1990 年），『増補改訂版　中

　　浜 万 次郎集成』　（小 学館，2001 年）の 史料監

　　修。最近で は ，子孫 な らで は の 史料 を駆使 し，

　　 『 「ア メ リカ 」 を初め て伝 えた 日本人』　 （富

　　山房，2005 ）を出版 中浜万 次郎の 人物研 究

　　 の 第
一

人者 で もあ る。
3 ）黒潮 が流れ る パ タ

ー
ン は ， 奈須 啓二 『鯨 と海

　　の もの がた り』　（成 山堂， 1993 年）の 第 9

　　節 「鯨 と黒潮 で も論 じて い る。題名通 り鯨

　　 と黒潮 の 関係 の み な らず黒潮が い か に 日本 と

　　深 い 係わ り合 い が あ るか を明 らか に し て い る。
4 ） 当時 の 漂流 民 が どの く らい い た の か 把握す る

　　 こ とは難 しい 。 当時 日本 で ， 輸送手段 と して

　　多く用 い られた の が，海 や川を利用 した船 で

　　あ っ た。そ の た め悪天候 に よ る漂流 が多発 し

　　た 。 幕 末 期 徳川幕府に よ っ て編輯 され た 『通

　　航
一

覧』や 『通航
一
覧続輯』 ， また 『通信全

　　覧』 ，　 『続通信全 覧』 な どには ，膨 大な 漂流

　　 民の 資料が掲載 され て い る 。

　　　川合彦 充 『日本人 漂流記 』 （社会思想 社 ，

　　 1967年） 309頁 には ，　 「江戸 時代漂流記録」

　　か ら作成 され た月別表が あ る 。 こ の 表か ら江

　　戸時代 には ， 147件の 漂 流が発 生 して い る 。

　　 当時 の 造船技術 の 未発達，気象条件 に左 右 さ

　　れた こ と ， 漂流民 になれ ば罪人に なる こ とを

　　 考 える と，記録以 外 に も多 く の 漂 流 が あ っ た

　　 と想 定で きる。
5 ） ア メ リカ の 捕鯨船が 「ジ ャ パ ン ・グ ラ ウ ン ド」

　　で 捕鯨 を開始 した時期 は ， 資料に よ っ て 多少

　　の 違 い が あ るが ， 1820 年 頃 か らとい う説が
一

　　番多い 。 中国 とハ ワ イ諸島 とを結ぶ ，
広 東貿

　　易 に携わ っ て い たキ ャ プ テ ン ウィ ン シ ッ プ

　　　（Captain　Winship） が ジ ャ パ ン ・グラ ウン

　　 ド海 域で 多数の マ ッ
コ ウ ク ジ ラ を発 見 し ， そ

　　 の こ とを友人 の キ ャ プ テ ン ジ ョ セ ブ ・ア レ ン

　　　（Captain 　Joseph 　A ］len）に 伝えた 。 キ ャ プ

　　テ ン ア レ ン は
，

マ ロ
ー

（the　Maro ）号 で 航海

　　 し，多数の マ ッ コ ウクジ ラを捕獲 した の で あ

　　 っ た 。 また ，
マ ロ

ー号 と情報 を交 わ し た他の

　　捕鯨船 ハ イ ドラ 号や イ ギ リス 船サ イ レ
ー

ン

N 工工
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　　 （the　Siren）号 も捕鯨 に成功 して い る。　（川

　　澄哲夫編 『中浜万次郎集成』小学館，1990

　　年 ， 森 田勝昭 『鯨 と捕鯨 の 文化史』名 占屋大

　　学出版会，1994 年）な どを参 駄 ）上記 の こ

　　 とが ジャ パ ン ・グ ラ ウン ドブ
ー

ム の 切 っ か け

　　 とな っ た 。

6
）捕 鯨船 員が描 く 「ジ ャ パ ン

・グ ラ ウン ドゴ の

　　位 置 は様 々 で あ っ た 。 また ，当時 は 目本が他

　　 国に港 を開港 して い なか っ たの で ，　 「ジ ャ パ

　　 ン ・グラ ウ ン ド」 の 東 南に あ る，当時どの 国

　　 か らも植 民地化 され て い な い ハ ワ イ諸 島が捕

　　鯨船の 補給地 と して好まれ た。
7 ）荒川 秀俊 『異 国漂 流物語 』 （社会思想枇 1995

　　年），204 頁に 漂着 した場所お よ び起 こ っ た

　　季節 を示 した表がある 。 こ の 表に よ る と，広

　　 い 地域 の 分類で あ るが ， 多 くは ，日本近郊，

　　 中国，朝鮮な ど の 東 ア ジ ア も し くは東南 ア ジ

　　 ア ，と ロ シ ア や千島など の 沿海 州な どに漂着

　　 して い る。全体の 約 85 パ ーセ ン トを占めて い

　　 る 。　 鳴 島 ，
ハ ワ イ ，南洋諸島，カ ナ ダ，ア

　　メ リカ 」 へ の 漂着は ，20件で あ る。中浜前掲

　　書 『私の ジ ョ ン 万次郎』26−27 頁に よると，

　　鳥 島 へ の 漂着 船は ，15例 とあ る。5 件以外 は，

　　ほ と ん ど が 鳥島漂着 で あ り ，
ア メ リカ本土 に

　　行 くこ とは稀なの で ある。 こ こ で の 合計は ，

　　 134 件とな っ て い る 。

　　河合前掲書 『N 本人漂流記』の 147 件 と比 較

　　する と，漂流 し た件数は 少 な い 。こ れ は使用

　　 し た史料に よ り，違 い が で て きたせ い で あ ろ

　　 う。 こ の 差 異に つ い て は ，今後の 課題 となる

　　が ，江戸時代に は多 くの 漂 流 が あ り， ア メ リ

　　 カ本 土 に漂流 した もの は ，少なか っ た。
8 ） 当時，日本 は 「海禁 」 を し て い た の で，他 国

　　に港を開港 して い なか っ た 。

　　 「海禁」 とは ，海外 との 関係を禁 じる こ とで

　　ある。一般に 知 られ て い る 「鎖 国政策 」 の こ

　　 とを指 す 。
「鎖 国」とい う概 念は，1801 年 頃に

　　で て きた 。 ドイ ツ 人 医師 ケ ン ペ ル （Engelbert

　　Kaempfer，1651 −1716 ）が 書 い た 『日本誌 』

　　を翻訳 した志筑忠雄 が ， 日本 の 海 禁に 対 して

　　 「日本が ま る で 鎖 で縛 られ て い る国だ」 とい

　　 う表現 を した こ とか ら 「鎖 国論」 と い う言葉

　　が 生 まれ た。日本海禁 に つ い て は 山本博文『鎖

　　国と海禁の 時1瓠　（校倉書房 ，
1995）などが

　 　 あ る。
9 ）中浜 明 『中浜万 次郎 の 生涯』　（冨 山房 ， 1970

　　年） ， 52 頁 ， 74・75 頁 。

　　 中浜 明 （なか は ま　 あ きら）1900 年東 京 生ま

　　れ 。中浜 万 次郎長 男，東一
郎 の 三男 。 中浜 博

　　 同様に 子 孫で し か 持 っ て い な い 第
一

次 史料を

　　駆使 し，一般 に向 け て 中学生 で も分 か りや す

　　い 文 章で 中浜万 次郎の 生涯を描 い て い る。
1G ）中浜 万 次郎 を救助 した ジ ョ ン ・ポー

ラ ン ド号

　　 （the　whahng 　ship 舳 石b吻 の の 航海

　　図で ある 。 1839 年 10 月 か ら 1843 年 の 5 月

　　まで 約 3年 6 ヶ A の 航楓 ジ ョ ン ・ボ
ー

ラ ン

　　 ド号は ，
1830 年 に ニ ュ

ーベ ッ ドフ ォ
ー

ドで

　　建 造。377 トン 。長 さ 111 フ ィ
ー

ト 10 イ ン

　　チ 。 幅 27 フ ィ
ー

ト 5 イ ン チ。喫水 約 4 メ
ー

　　 トル 。2 つ の デ ッ キ に 3 つ の マ ス ト。 ジ ョ ン ・

　　ポ
ー

ラ ン ド号に つ い て は ，研 究者や 子孫に よ

　　っ て 明 らか にな っ て い るが ，最近 に な っ て ジ

　　 ョ ン ・ボ
ー

ラ ン ド号の 乗組 員の 航海 日記 が 発

　　見され て，中浜万 次郎が救助 され た場 面な ど

　　が よ り鮮明 とな っ た。川 澄哲夫編 『増補改訂

　　版　 中浜万 次郎集菠剣 　（小学館 ，2001 年）に

　　中浜 万 次郎に関す る 新資料 と とも に 収 録 され

　　て い る。
11

） 捕 鯨 船 フ ラ ン ク リ ン 号 （the　 whaleship

　　朏 ）で の 航海図で あ る。 1846 年 の 5
　　月か ら 1849 年 の 8 月末 ま で 約 3 年 4 カ 月 の

　　航海 で あっ た。ジ ョ ン ・ポ ー
ラ ン ド号 の 航海

　　期間 も 3年半で あ っ た よ うに ，当時の 捕鯨航

　　海 は ，3 年か ら 4 年に も及 ぶ 長期 間 に わた る

　　もの で あっ た 。

12 ）最盛期 の ニ ュ
ーベ ッ ドフ ォ

ー
ドに っ い て の

　　 論文 ，書籍は多数 あ る が，例え ば，ALexander

　　Starbuck，伽 紐 ア ｛ガ衄 θ 跏 画 偲 η 陥 a ね

　　 乃isherr 　 （New 　York ：Castle，1989 ）や

　　 Margaret　CrelghtOn，　lb
’
tes　andPassages

　　 （New 　York ：　Ca皿 bridge　UniverSity　Press，
　　 1995 ）。 また ハ ーマ ン ・

メル ヴィ ル （野崎孝

　　 訳 ）　 『白鯨』　（中央公 論社 ， 1994 年）や 中

　　 浜 万 次郎 関係 の 『漂流言E，Oの よ うに 当時の ニ

　　 ュ
ーベ ッ ドフ ォ

ー
ドの 繁栄を描 い て い る文

　　 学作品 ， 日記 ，漂流記 な ども多数現 存する 。

　　例 え ば
，

ニ ュ
ーベ

ッ ドブ t 一
ドの 繁栄ぶ りに

　　つ い て ， こ こ か ら捕鯨船員 と し て 航海へ 出か

　　けた ハ
ーマ ン ・メル ヴィ ル は ， 『白鯨』 の 中

　　で次 の よ うに述 べ て い る。

ア メ リカ 中を探 して もこ の ニ ュ
ーベ ッ ドフ ォ

ー
ドほ ど堂 々 た る 家々 が な らび，豊か な公 園 と

庭園 に か ざられた地は な い の だ。

（中 略 ） こ の 素 晴 ら しい 家 々 と花 咲 き に お う園

す べ て は，大西 洋 ，太平 洋，イ ン ド洋 か らきた

もの な の 鵡 　 （中略 ） か が や か な 婚礼が 見 た か

っ た らニ ュ
ーベ ッ ドフ ォ

ー ドに ゆ け，とい うの

は，家々 の 1由槽 は あ ふ れ て い て ，夜 ご とに 惜 し

げ もな く身の 丈 ほ ど も鯨脳油 ろ うそ くを燃や し

つ づ け るの だ。世 界 各 地 か ら帰 っ て きた 捕鯨 船

の 収穫物や 利 益 な どか ら，こ の 街 が，とて も繁

栄 して い る こ とが 分か る。
ハ
ー

マ ン ・
メ ル ヴ ィ ル （阿 部 知 二 訳 ） 『白鯨』

（岩 波書店，1993年 ） ，第 6 章 （上 ） 72 頁。
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一 26一 太平洋学会誌　2005年 10月　　 通巻第 95号 （第 28巻 第 2 号）

　　現在で もニ ュ
ーベ ッ ドフ ォ

ー ドと言 えば，ア

　　メ リカ最大 の 捕鯨基地で あ っ た場所で ， 『白

　　鯨』の 舞 台 とな っ た 場所 と して名高い 。
13 ） 大崎晃 「19 世紀ア メ リカ捕鯨 経済誌

一
ニ ュ

　　ー
イ ン グラ ン ドにお け る捕鯨業 中心地形成の

　　考察 一 」 『地学雑誌 』第 968 号，2000 年 2

　　月 ， 91 頁参照n

14 ）小笠原諸島は，船員達に Bonin】圃 ands と呼

　　ばれ て ，捕鯨船の 給水 地 とな っ て い た 。 小 笠

　　原諸島に関する こ とに つ い て もハ ワ イ諸 島同

　　様 に興味深い 研究対象 で あ る 。

15 ）都 築博子 「ハ ワ イ捕鯨産業最盛期 と米布 関係

　　の 展開一 1820 年 か ら 1860 年
一

」 『大学院論

　　集』第 13 号，2004年 1 月 ，159− 176 頁参

　　眠
16 ）森 田勝昭 は ，　 「デ ィ ス カ バ リー ・ビ ジ ネ ス 」

　　と して航海 運 動 の構造 を解明 して い る。森 田

　　に よる と ，　 「地理 的発見」 とは ， 新しい 交易

　　地 ・交易ル
ー

ト ・商品 の 発 見 で あ り，経済的

　　発見で もあ る 。 地 理 的発見をする こ と自体が

　　新 しい ビ ジネ ス で あ っ たか ら鵡 航海は ， 最

　　も効率的だ っ た の で ． 船 が あ る 1 つ の 役割を

　　果た して い た の ではな く，冒険商人 （資本）

　　の 意図 に見合 うよ うに多種多様な役割 を果 た

　　 し て い た 。 森 田前掲書，26− 50 頁 参照．。

17 ）森 田 前掲書 ，
74 − 79 頁 に は，複合的活 動 を

　　 して い た捕鯨船を論 じて い る．
Is ）同 上書 ，

29
， 30頁 。

　　 メ イ フ ラ ワ ー号は，180 トン の 帆船 。 船員の

　　 他 102 名 が 乗船 。 そ の 中に は ，植民 地建 設 の

　　 た め に雇 わ れ た軍 人や職人 な ど約 40 人が 含

　　 まれ て い た。
19 ） 1620 年 にイ ギ リス の プ リマ ス 港を船出 して

　　 2 ヵ月後 に ケ
ー

プ コ ッ ド沖 に到 着 した。プ ル

　　 グ リム ・
フ ァ

ーザ
ーズ （巡 礼 父祖 ）は，イ ン

　　 グ ラ ン ド中部 の ノ テ ィ ン ガム シ ア の 小村 ス

　　 ク ル
ービ とそ の 近隣の 出身者達で あ っ た 。 堕

　　 落 し た国教会か ら離脱 し て ，信徒 同志で ，純

　　 粋な教会を打ちた て よ うと した分離派で あ

　　 っ た 。 上陸 に先立 ちメイ フ ラ ワー誓約 を 41

　　 人の 成年男子 がそ れ に署名 した。こ の 契約を

　　 基礎 にお き植 民地が形成 された。
mo ）第

一
次史料と して，国務長 官代理 コ ン ラ ッ ド

　　 （C．M．　 C 。 nrad ）か ら海 軍長官 ケネデ ィ （H ・ n ．

　　 J．　P．Kennedy）宛て の 書簡 肱 ．　thnnadtoA‘fr，．

　　 麁   θ吻 蝕 ηa 飴 翫   磁 yθ五  θη‘

　　 n α 34，　Seria1　No ．751，33rd　Congress　2nd

　　 sesSion
，
　PP．4’9．

　　 ア メ リカ大 統領 の 国書 　窃 θ 伽 戯 伽 翫 ガ

　　 the　Um
’
tedStates 　tO　the　．Elmperor　ofJapan ．

　　il）i（1，　pp．9’11．な ど。

　　多 くの 研 究書 に も同様 に ペ リー提督の 来航目

　　的に つ い て論及 して い る 。

21 ）都 築博子 「19世紀の ア メ リカ捕鯨 とア ジ ア

　　太平洋 」 『大学院論集』第 11号，2001 年

　　 10 ．月 ，
157 − 173 頁参照。

ve ）都 築博子 「捕鯨 を通 じて の ア メ リカ の 東ア ジ

　　ア ・太平洋関係の 展開
一19 世紀 半 ば の 米布 関

　　係 を中心 に 一
」 『太 平洋 学会巍 第 92 号 （第

　　 26 巻第 111 号），2003 年 10 月，45− 53 頁

　　 参 眠
23 ）ペ リ

ー
来航 期研 究 の 第

一
人者で ある。 『黒船

　　異変』　（岩波書店，1988 年）， 『黒船 前後 の

　　世界』　（筑摩書房 ，1994 年） ， 『幕 末外 交 と

　　開国』 （ち くま新書，2004 年）な ど多数の 著

　　書，論文 が ある。
24 ） 中浜万 次郎 と

一
緒 に漂流 した者 の うち，ハ ワ

　　イ に長期滞在 して い た 3 人が 帰化の 申請 を行

　　っ て い る。最初は
，重蔵が 1844年 10月 25 日

　　に，次に 五 右衛 門が 1845 年 1 月 10 日に 最 後

　　 に 当時 31歳の 寅右衛門が 1847年 2 月 13 日

　　に 申請 した 。 寅右衛 門は ， 日本へ の 帰国を試

　　み た 時 も あ っ た が，最終的には ，ハ ワ イ を訪

　　れ た 外 国人 と同 様 に現 地 の 妻 を娶 っ て ，ハ ワ

　　イ諸島で 生涯 を送 っ た 。 宮永孝 『ジ ョ ン ・マ

　　 ン と呼 ばれ た男 ：漂 流民 中浜 万次郎 の 生涯』

　　 （集英社，1994 年） ， 4・9 頁。

　　 ハ ワイ で の 日系 人 を知る上 で も寅右衛門 の 人

　　生 が ど の よ うな もの で あ っ た の か重要 な の で

　　今後 の 課 題 とした い 。

　　また，1841年に 漂流 した 千太郎は，元年者が

　　渡航 した さい には ，
ホ ノ ル ル に 居住 して い た 。

25 ） W 血 nEa 正1　Weeks ．
“ New 　DiieCtions　in

　　Ea エly　Ame 亘can 　Fo】weign 　Re】睡t由ons ”

，　ne
　　丿biunalαfthe　iShatbtv．　 thrHZstoiims｛ガ

　　Amein
’
  乃 脚 1祕 島o麗 ，

　vdL 　17
，
　no ユ

，

　　W 血 ter　1993 ，pp．73・96．
as ）注 25 と同 上 。

辮

　博 士 課程 にお い て 博士 論文 を完成 させ る こ と

が で きた の は ，

一昨年度太平洋学会で 発表 させ て

い ただ き，諸先生方の 御助言 ・御批判が あ り ， 新

しい視 点を持 っ こ とがで きた お 陰で す。

　友田好 文先生 か ら ご教授 い た だ い た 「海 の 道」

が持 つ 言説 は ， とて も奥義 を極め る もの が あ りま

し て ，探究心が 高ま りま した 。 また ，中島洋先生，

特 に松永秀夫先生には，惜 しみ な く何度 も論文 ・

資料 を送 っ て い ただ き ま し た。本 当に 太平洋 学会

で 知 り合 っ た 先生方か らの 御指導 ・御鞭撻を賜 っ

たお陰です 。
こ の 場 を拝借 し ， 深謝い た します。
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